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東京地下鉄株式会社 常務取締役 村尾 公一

東京メトロの
「オープンデータ活用」の取組み



東京メトロの「オープンデータ活用」



オープンデータ化の潮流

２つの鉄道運行の状況を示すサイト

JR東日本アプリ JREAST app  
作者 / Developer :ＪＲ東日本

East Japan Railway Company  
2014年3月より配信

メトロイマ / MetoroIma
作者 / Developer : bluedome
東京メトロオープンデータコンテスト
（2014年9～11月）応募作品
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■ネットワークが前提を変えた
情報の流通コストがきわめて安い世界

■社会のすべてでオープンシステム利用への圧力
ある程度の不安定化を容認しての低価格・高効率化を

■国家レベルで政府データがオープンデータ化
 2009年に創設された米国のData.govや英国Data.gov.ukを皮切りにポータルサイト
を各国が競って導入

Data.govは、当初公開したのは、わずか47件のオープンデータであったが現在は、
45万件を越えている

オープンデータ化による「新しい公共」の進展

オープンイノベーションの時代に

欧州（特に英国、フランス、北欧）でも

すでに1～10万項目の行政データをオープン化
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これまでの政策的手法は
「民間企業の競争原理」の一定レベルでの導入

オープンデータは
「民間企業の競争原理」の新しい導入手法

■オープンデータ

▶ 公的機関が持っているデータは公開すべきという基本原則

■行政プラットフォーム

▶ 経営主体が政府自治体でありつつ民間や市民が参加できる

■手法は様々

▶ 民営化、第三セクター、ＰＦＩ、指定管理者制度…
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鉄道事業者におけるオープンデータ化のメリット

■ 低コスト・低リスク

▶ 自らの積極的な投資を必要としない

▶ 課題解決に不可欠である「データの収集・分析」等に関するコストもかからない

▶ ソフトウェアの製造物責任については、アプリ作成者もしくはユーザーが負うこと
になるため、それに関するリスク負担も不要

■ 新しい視点・多様な視点の導入

▶ アプリ作成技術者のすそ野が広がっており、誰もが簡単に作れる時代、結果的に鉄
道事業者に無い新たな視点が加わる。

▶ ユーザーが使いやすいように設計するため、鉄道事業者が自らの視点で作るよりも
多様な課題解決を導入可能

多様な参加者による多様なチャレンジ

それを可能にする基盤がオープンデータ
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例えば、鉄道事業者が発信する交通情報の多言語化

■オリンピックに向けて運行情報の多言語化は重要

■機械翻訳の技術は進んでおり、交通事業社側での多言語翻訳も可能だが
…

■もっともコストがかかるのは内容の確認

▶ 例えばヒンズー語の翻訳が正しいかの確認は社内では不可能

▶ 外注すれば一言語増やすのに多大の出費

■情報発信者としては翻訳が不正確ならトラブルやクレームにという不安

■駅の表示やアナウンスのデータが機械可読でオープンなら

 外部のアプリ開発者による自動翻訳で日本語をヒンズー語にすることもできるし…

 メディア変換で音声を文字に、文字を音声に、音声を手話にも

鉄道事業者におけるオープンデータ化のメリット

オープンデータ化をすることで
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例えば、交通情報の障碍者対応

■最近のスマートフォンの高度な音声認識やタッチ画面を前提にすれば障
碍者対応のアプリの開発は以前に比べはるかに容易に

■しかし、様々な障碍に対応する多様な通知システムを考えると可能でも企
業努力には限界

▶ 肢体不自由の人が声だけで制御できる

▶ 視覚障害の人が聞き直しなどジェスチャで制御できる音声通知

▶ 聴覚障害の人が手元の端末で館内アナウンスをキャッチできる

■使いにくければトラブルやクレームという不安

■多様かつ固有のニーズに応じることができるアプリを提供可能

 障碍を持つ子供のために親が自分の子供の好みに合わせたアプリを開発するなど

 開発リスクはアプリ提供者（外部）に分担

鉄道事業者におけるオープンデータ化のメリット

オープンデータ化をすることで

8



データを提供する鉄道事業者にとって…

■ コストをかけずにサービス向上が可能に

データの多様な活用を発注しなくても「皆」が開発してくれる

利用者同士の相乗的なチェックで精度の高いアプリへ常に進化を遂げることができる

■ ロンドンは2012オリンピックのために実施

多様な観光客に対してサービス向上が求められた多様なオリンピック対応をオープンデー
タ化で低コスト短期間で実現

鉄道事業者におけるオープンデータ化のメリット

オープンデータでは責任分界
データの正確性にはデータ提供者が責任を持つ

翻訳の正確さはアプリ提供者の責任

さらには利用者がその情報をどう判断するかの問題と割り切る

他の翻訳サイトを通すというクロスチェックが可能なら、信じるかどうかは利用者の責任とで
きる

NOTICE！
オープンデータでは開発コストより責任分界が重要
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データを提供する鉄道事業者のリスクとして…
 オープンデータそのものの改ざんやねつ造の可能性

 オープンデータを使った社会的に問題のあるアプリの可能性

オープンデータ化とセキュリティの関係

東京メトロオープンデータ活用コンテスト用公共交通データAPI利用許諾規約

第 5 条 （期間及び終了）
3. 東京メトロは、① 応募者が応募規約または本規約に違反している、② 応募者が本webシステムに登録
した本公共交通データの情報が不正確である、③ 本webシステムが本コンテストの趣旨に合致しない、ま
たは、④ 本webシステムによって東京メトロに不利益が生じたり不評をもたらすと判断した場合には、応募
者に利用終了の通知をすることにより、本規約に基づく応募者の公共交通データAPI及び本公共交通デー
タの利用を直ちに終了させることができるものとします。

（ 中 略 ）

第 7 条 （禁止）
1. 応募者は、東京メトロの事前の書面による承諾がある場合を除き、次の各号に掲げる行為が禁止されて
います。応募者がこれらの禁止行為を行ったと東京メトロが判断した場合、東京メトロは、当該応募者に対
して公共交通データAPI及び本公共交通データの情報提供を変更、停止、または中止し、本規約に基づく
公共交通データAPI及び本公共交通データの利用を直ちに終了させることができるものとします。
(以下、略)

東京メトロが実施したオープンデータ活用コンテストでは規約を
打ち出し対応
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■開発者サイトのＡＰＩ（ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ）仕様に規定

・ 開発者はＡＰＩのリクエスト時を許可されるとアクセストークン（ComsumerKey）

が付与される

・ このアクセストークン１つとアプリ１つが対応している。

オープンデータ化とセキュリティの関係

技術的には・・・

リスクが生じた場合

アクセストークンを止めてＡＰＩへのアクセスをストップさせることができる

（参考：開発者サイトより） APIのご利用につきまして
API アクセスするためには、アクセストークンが必要です。アクセストークンは、こちらのURLからご確認

いただけます。アプリケーション一つにつき、アクセストークンを一つ、新規に発行してご利用ください。
同じアクセストークンを複数アプリケーションで使い回さないよう、お願いいたします。
ご確認いただいたアクセストークンをAPIリクエスト時に、acl:consumerKey というパラメータで付与してく
ださい。
例: アクセストークンが xxxxxxxxxxxxxxxxxxxだった場合のアクセス例
https://api.tokyometroapp.jp/api/v2/datapoints?rdf:type=odpt:Train&acl:consumerKey=xxxxxxxxxxxxxxxxxxx

データ提供者は、
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オープンデータ化とセキュリティの関係

規約等によるセキュリティに加えて重要なことは・・・

情報を受けた側が情報を適切に扱う義務を負うこと

■ オープンデータのセキュリティ対策で防ぐことができるのは、

継続的に行なわれる「いたずら」の類

ex） 鉄道運行情報に意図的に遅延を混在させるなど

■ テロなど一発で重大な損害を生じさせる事象には対抗できないが、

このような事象はオープンデータの有無に左右されるものではない。

■ オープンデータの情報自体が個人と結びつかなければ問題ないが、

「公共性」と「プライバシー」のバランスで判断すべきもの。

■オープンデータを使う者は社会の不利益にならないように活用する

義務を社会に対して負うことが重要。
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2020東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸに向けて

■東京の公共交通網において「外国人」「高齢者」「障碍者」など、
多様なお客様に対する適切な情報提供は大きな課題

ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸに向けた運行情報の障碍者対応

■ディバイスとして高度な機能のものが普及、例えば音声認識やタッチ画
面を装備。いずれウェアラブルに発展か？

■様々な障碍に対応する多様なコミュニケーション機能が求められるが、
営利前提では限界

▶ 声だけで動かす：肢体障碍

▶ 身振りでコントロールできる音声通知：視覚障碍

▶ 駅構内アナウンスをとらえ文字化する：聴覚障碍

■個々の障碍の程度にアジャストして使い易いものである必要性大

個々の状況にあったアプリ開発需要・配布コスト低廉が必要
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■開催趣旨
創立10周年記念行事の一環として、列車の運行情報、位置情報等を
オープンデータ化し、これを利用したアプリケーションコンテストを
実施することにより、

▶ オープンデータをインフラの一つとして捉え、外部にアプリケーショ
ンの開発を委ねることにより、革新的なサービス向上を図る。

▶ 鉄道事業者として初となるオープンデータを、社内におけるサービス
向上の動きを加速させるための起爆剤とする。

▶ 2020年のオリンピック・パラリンピックを見据え、世界的なオープン
データの動きへの対応策の一環として各種ノウハウの取得を図る。

東京メトロ創立10周年記念

オープンデータ活用コンテスト
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■ コンテスト概要
東京メトロの列車運行に係る情報（運行情報、位置情報）等をオープン
データ化し、ＹＲＰユビキタス・ネットワーキング研究所の協力のもと、
当該データを活用したアプリケーションの開発コンテストを実施する。

東京メトロ創立10周年記念

オープンデータ活用コンテスト
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コンテストで提供したオープンデータ

■東京メトロ全線の列車位置、遅延時間等に係るデータを提供
（今回初めてオープンデータとして提供する情報）

※データは１分ごとに配信

▶ 方向（どこ方面行きか）

▶ 列車番号

▶ 列車種別（普通、特急、急行、快速、臨時）

▶ 始発駅・行先駅

▶ 所属会社（どの鉄道事業者の車両か）

▶ 在線位置（ホーム、駅間の２区分）

▶ 遅延時間（５分以上の遅延を「遅延」として表示）
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■これに加え列車・施設に関する多様なデータを提供（従前より当社ホーム
ページにおいて公開している情報を、コンテストに合わせアプリ開発者が
利用しやすいデータ形式に変えて提供）

▶ 列車情報

・列車時刻表、運賃表、駅間所要時間、各駅の乗降人員数、

女性専用車両

▶ 施設情報

・バリアフリー情報、駅出入口情報、

車両ごとの最寄り施設・出入口案内

▶ そのほか、募集期間中に要望の多かった、路線・駅のナンバリングマー
クのデータについても追加で提供

コンテストで提供したオープンデータ
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▶ 個人、グループ、法人を問わず、どなたでも応募可能。

▶ 国籍、年齢、居住地等の制限もなし。ただし、未成年の方が応募する場合は、
保護者又は監督者（学校の先生等）の許可が必要。

▶ ひとりの応募者で、複数のアプリケーションの応募、また複数のグループに
所属が可能。

応募資格

▶ 開発者サイト内に設置する応募フォームから応募

▶ 提出物：

・アプリの説明 （800文字程度）

・写真、スナップショット

（５枚以内）

・説明動画（最大再生時間５分）

・アプリケーションマニュアル

（アプリケーションの動作、操作方法）

・アプリケーション公開URL

（Google Play、App Store、Windowsストア）

・アプリ内で利用したデータ

応募方法
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プレス発表 2014年 8月19日（火）

データ提供・応募受付開始 2014年 9月12日（金）

応募締切 2014年11月17日（月）

表彰式 2015年 1月以降

実施スケジュール

■ アプリケーションは応募時にアプリマーケットで公開し、一般の方にもご利用いただけるようにする。

■ 賞金総額は200万円、あわせて各受賞者に記念品を授与する。

賞金等

グランプリ （1点） 100万円＋記念品

優秀賞 （1点） 50万円＋記念品

good コンセプト賞 （2点） 15万円＋記念品

10thメトロ賞 （4点） 5万円＋記念品
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審査基準と審査員

■ 審査基準

「もっとうれしい」アプリ

東京メトロを利用するお客様の生活がより便利でより快適になるようなアプリである

か。

▶ 【アイディア】創造性、独創性、発展性、有益性などがあるか。

▶ 【完成度】実用性、操作性、安定性などがあるか。

▶ 【デザイン】表現や、デザイン技法など

■ 審査員

▶ 坂村 健（東京大学大学院情報学環教授／YRPユビキタス・ネットワーキング研究所
所長）

▶ 岡本 伸之（立教大学名誉教授）

▶ 竹沢 えり子（銀座街づくり会議・銀座デザイン協議会事務局長）

▶ 入江 健二（東京地下鉄㈱ 常務取締役・鉄道本部長）

▶ 村尾 公一（東京地下鉄㈱ 常務取締役）
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応募者へのデータ提供方針

■ データ利用許諾規約（一部）
本コンテストでは、応募者へのデータ提供方針として、次の内容をデータ利用許諾
規約に明記する。また、応募者には、これらの規約に同意の上ご応募いただく。

▶ 提供するデータは無料かつオープンデータとして提供。ただし、データの利用に
は開発者サイトへの登録を必須とする。

▶ 応募するアプリは、コンテスト期間中は広告掲載やアプリ内での課金を禁止する。
（なお、コンテスト終了後の取扱いについては改めて開発者サイトにおいてお知
らせする。）

▶ 応募するアプリは、本コンテストに応募した旨を自己のｗｅｂサイト等で紹介等
してもよい。ただし、当該アプリを東京メトロが開発等したかのように偽っては
ならない。

▶ 応募したアプリによって、東京メトロに不利益が生じたり不評をもたらしたりし
た場合には、直ちに当該アプリ開発者への情報提供を終了する。

▶ 本コンテストで提供する情報の正確性・網羅性、特定の目的への適合性等につい
ては一切保証せず、情報 利用によりアプリ開発者に損害が生じても東京メトロ
は責任を負わない。また、東京メトロの事情により情報 提供の中止又は提供す
る情報の内容を変更することがある。

▶ 上記方針は本コンテストに限定したものとする。なお、コンテスト終了後におけ
るデータの外部提供方針については改めて開発者サイトにおいてお知らせする。
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応募等の状況

■応募等の状況（応募締切時点）

▶ 開発者サイトへの登録件数は約２，２００件

▶ 応募件数は２８１件
▶ 開発者サイト内「フォーラム」でのトピック（質問等項目）数は

約２４０件、ポスト（投稿）数は約７８０件、ビュー（閲覧）数

は約２９，６００件
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▶地図上における各列車の在線位置を見ることができるもの

▶事前に登録した仲間に対し、自分の乗る車両の在線位置を公開す
ることで、待ち合わせ等に向けた情報を共有できるもの

▶自分の乗る車両を特定したうえで、ＳＮＳ等によりコメントを共
有できるもの（暑い・寒い、混んでいるなど）

▶自分の現在位置や目的地に加え、各列車の在線位置情報を併せる
ことで、乗るべき列車を指定してくれるもの

▶各列車の在線位置に併せ、各列車の東京メトロビジョン（車両内
モニターにおける乗換案内・駅情報等）と同様の情報を見ること
ができるもの

その他、アプリマーケットにおけるコンテスト参加アプリや、Ｙ
ｏｕＴｕｂｅ上において参加アプリの説明動画が公開されており
ますので、ご覧いただくことができます。

【参考】応募のあったアプリ（抜粋）
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投稿アプリケーション例１ メトロイマ

■在線位置情報の提示
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東京メトロの各路線の「今」を知るためのアプリケーション。

以下の情報を分かりやすく提供
• それぞれの路線の状況
• 各路線の電車位置
• 電車の遅延状況(5分以上の場合)
• 電車ごとの時刻表の確認

メトロイマを使っていつでもどこでも、あなたの手元で東京メトロの今
をチェックしましょう。

投稿アプリケーション例１ メトロイマ

■アプリケーションの説明
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投稿アプリケーション例２東京動脈 Flow-in

■在線位置情報のビジュアライズ
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東京動脈 Flow-in は地下鉄車窓アプリ。

東京メトロ9路線の三次元線路に入り、列車からの立体地下風景を
楽しめる。

列車位置は東京メトロ オープンデータ API の在線情報を取得する
ことで遅延なども反映。

※ 在線情報は約1分間隔で更新されるため、実際の位置とある程度
ずれがある。

※ ダイヤが大きく乱れた場合、在線情報が数分間提供されないこ
とがある。

投稿アプリケーション例２東京動脈 Flow-in

■アプリケーションの説明
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投稿アプリケーション例３うちカエル

■家に帰る時にメッセージを自動で送信するアプリ
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1.概要
これから帰宅しようとするお父さんが会社から自宅行きの電車に乗

ると、家で待つお母さんに自動でメッセージを送るアプリ。

2.用途

このアプリを使うことで、家で待つお母さんが適切なタイミングでお
風呂沸かしや夕食作りをはじめることができるようになり、帰宅する
お父さんは「これからうち帰るよ」というメッセージを打つ手間を省
ける。
さらに、そのメッセージに返信することで買い出しを頼んだり、夕食
の献立を伝えたり、と新たなコミュニケーションの架け橋に。
また、対象となるのはご夫婦だけではなく、例えば塾に行った子供の
帰りを心配するご両親のためのコミュニケーションツールにもなる。

投稿アプリケーション例３うちカエル

■アプリケーションの説明
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投稿アプリケーション例４トイレの流し方

■ トイレの使い方を動画や写真でそれぞれの駅ごとに紹介
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今いるトイレの流し方を教えてくれるWebアプリ。

主な機能

・今いるトイレの流し方を表示する機能
スマホのGPS情報を利用して、今いるトイレの情報を表示。

・流し方を画像と動画で表示する機能
流し方を画像だけでなく、動き（動画）で説明することで、どう流すのかが
どなたでも分かるように。

・駅名や流し方を英語でも表示する機能
コンテスト提供のAPIデータを利用して、駅名を英語表記。
また、流し方等も英語で表記。

・流し方データを登録する機能
トイレのデータを登録する機能をつけることで、みんなでデータを拡充。場
所名は、コンテスト提供の施設情報APIから取得し、入力の手間を省略。

投稿アプリケーション例４トイレの流し方

■アプリケーションの説明
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投稿アプリケーション例５ Where‘s Metro？
（日本語名：今どこメトロ）

■外国人向けの在線位置情報を用いたアプリ
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・主として訪日外国人向けの東京メトロ列車位置情報Webアプリ。

・駅ナンバリングと路線カラーを中心に据えたデザインにしているので、具体的
な駅名がわからなくても、駅ナンバリングさえわかれば検索が直感的にかつ容易
に行える。

・位置情報をGPSで取得することで、自分がいる場所からの最寄り駅もすぐリスト
アップでき、自分が乗った列車が今どこを走行しているのか、視覚的に把握する
ことができる。

・別路線への乗り換えやエレベーターやトイレなどの設備について、どの車両が
近いのかを駅ごとに表示することで、あらかじめ乗る車両を決めることができ、
時間に余裕をもった行動ができる。

・電車が遅延している場合は、その情報と遅れ時間を画面に示しますので、列車
位置情報と併せて、電車が来なくて不安になりがちな外国人を両面からサポート。

■アプリケーションの説明

投稿アプリケーション例５ Where‘s Metro？
（日本語名：今どこメトロ）
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投稿アプリケーション例６Barrier Aree

■バリアフリーではないルートを提示し、体を鍛えるというコンセプト
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一般の「バリア・フリー」を逆手に取って、健常者の運動不足解消のために、あえ
てバリア・フリーでない構内設備を積極的に使うというコンセプト。

「バリア・アリー」状況を調べたい駅を地図上で選択すると、「バリア・アリーの
状況」欄に、ホームとコンコースを結ぶ出入口のうちエスカレーターもエレベータ
もない出入口、つまり階段しか存在しない出入口に近い車両が「黒光り」。

アプリケーションの利用者は、黒光りする車両を乗車時にあえて選択することで、
目的の駅に到着した際に否応なく階段を使う環境に置かれることで、半ば強制的に
運動する機会を作り出す。

投稿アプリケーション例６Barrier Aree

■アプリケーションの説明
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■東京メトロ沿線で新生活を始めようとしている人向けのアプリ

■統計値を表示し、住みやすさなどを表示

投稿アプリケーション例７メトレポMETREPO
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1.メトロで暮らす

東京メトロ沿線で「こんな新生活を送るならこの駅！」という形でメトレポが集
積しているデータからおすすめの駅を掲載。

各駅の特徴を要約として掲載する事で、その人がボンヤリと考えている「快適な
新生活」を簡単なコンシェルジェ的にサポート。

2.調べるメトロ

各駅・各路線の遅延が発生する確率や、駅の近くにある施設の数等、駅・路線の
特徴をグラフや数値で掲載。

既に住む駅がある程度決まっている方に向けられたコンテンツ。
その駅がどんな特徴を持った駅なのかを調べる事ができる。

投稿アプリケーション例７メトレポMETREPO

■アプリケーションの説明
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コンテストの結果（グランプリと優秀賞）
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Goodデザイン賞と１０thメトロ賞
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１０thメトロ賞と特別賞
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データ提供の継続
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